
- 1 -

優しく強い子に！ 南少女招待 決勝戦 見事な奮戦！
惜しくも敗れ準優勝！！ＧＡＭＢＡったね！！
平成２９年３月１９日（日）（文化大グランド）

〇めあて：周りを観る、フェイントを使う
〇リーグ戦第１試合
南八王子８－０葉山ＪＧＫ 前半６－０
得点：小沢さん→原さん、大澤さん→澤田さん
原さん→石橋さん、原さん→小沢さん、原さん→小沢
さん、原さん、小沢さん→大澤さん、種子田さん→内
田さん
〇リーグ戦第２試合
南八王子８－０ＳＨガールズ 前半７－０
得点：原さん→澤田さん、小沢さん→澤田さん、
澤田さん→原さん、小沢さん→澤田さん、大澤さん→
原さん、種子田さん→澤田さん、小沢さん→原さん、

http://www.minamih.net/ 種子田さん→古家さん
１７・ ３・２５（土）〇リーグ戦第３試合
南ＮＥＷＳＮＯ１２６ 南八王子１－１藤野ＦＣ２０００ 前半０－１

得点：小沢さん→原さん
〇優勝決定戦
南八王子３－３多摩ＳＣ 前半０－１、後半２－２、

延前３－２、延後３－３ （ＰＫ１－３）
得点：内田さん→原さん、小沢さん、種子田さん→原さん
７チームを招いて参加８チームで招待大会を開催しました。４チーム毎の予選
リーグ戦及び順位決定戦を行い、予選リーグを２勝１分けの１位で突破し、優
勝決定戦にて奮闘するも優勝には一歩届かず、準優勝で大会を終了しました。
１・２試合目は、５年生以下が多数出場しているような、やや力の差がある相
手ではあるものの大量得点でしっかりと勝利しました。印象的だった素晴らし
いゴールが２つありました。ＳＨガールズさんとの２試合目です。種子田さん
が自陣のセンターサークル付近から前線の澤田さんに出した浮き球のパスをペ
ナルティエリア外の左４５度付近からワンタッチでたたき込んだ、すごいシュ
ートが決まりました。それ以外の得点もあり澤田さんは前半だけで４得点の活
躍でした。もう一つは、小沢さんが下げたボールをハーフェーライン付近から
大澤さんが放った強烈なロングシュートです。
少し気が緩んだところで３試合目は２週間前の招待試合で対戦して敗戦してい
る藤野さんです。１・２試合目とはアプローチスピードや当たりの強さが全く
違い、出だしから慌てて余裕がない状態、前半６分に遠目から打たれたシュー
トが不運にもＧＫの手前でバウンドが変化してゴールに吸い込まれます。その
後も、相手がやや優勢のゲーム展開でペースをなかなかつかむことが出来ず、
後半１０分に相手がＧＫと１対１になり、シュートを打たれ、決められたと

思ったシュートがゴールバーを直撃し、ほっと胸をなでおろします。そのあと
直ぐでした。小沢さんが自陣の中央付近で相手から奪ったボールを前線の原さ
んにスルーパス、原さんは、相手からのプレッシャーをうけつつもしっかりと
ゴール決めて、引き分けで試合終了です。その結果、得失点差により１位で多
摩ＳＣさんと決勝戦を行うこととなりました。
決勝戦は、６年生にとってもこれがこのチームでできる正真正銘の最後の試合
で気合が入りまくっています。多摩ＳＣさんは、選手一人一人の技術が高く今
年度のリーグ戦でも上位リーグ中の順位も上位の強豪チームです。このような
チームと決勝戦で対戦できることはとても光栄なことだと思います。
試合開始２分にＰＡ外で体を入れていたところを入れ替わられてしまい中央に
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折り返されて先取点を奪われます。後半開始２分にもＰＡに進入を許してＰＡ
内での横パスを通されて相手の素晴らしいシュートを決められてしまいます。
しかしながらそのあと直ぐでした。ＧＫの内田さんからのクリアボールが相手
陣地に放り込まれます。そのボールに反応した前線の原さんは、相手に体を当
てて狙いすましたダイレクトシュートがゴール左隅に決まります。
試合を通して相手の技術の高さに苦しめられてパスを回されるやや劣勢の我

慢の試合展開で今までだとあきらめてしまいそうなところを必死に食らいつき
相手を自由にさせません。キャプテンの小沢さんが３試合目の藤野戦後に体調
不良かと思われましたが試合が始まるとそんな不安もどこ吹く風でピッチを所
狭し、と駆け回ります。
後半１０分に相手のゴールキックがミスキックとなり、相手

陣地中央付近にいた小沢さんへ、ワントラップし少し浮いたボ
ールに右足を一閃！！ドライブシュートのような放物線を描き、
相手のＧＫが必死に手を伸ばしてジャンプしますが同点ゴール
がゴールネットに突き刺さります。
前後半終了して２－２の同点で延長戦に突入となりました。延長戦の前半３

分に自陣ペナルティアーク付近で種子田さんが相手からボールを奪い前線の原
さんへスルーパス、原さんはファーストタッチで前を向き相手をかわしつつコ
ントロールしながらＰＡ付近に接近して相手ＧＫが飛び出したところに冷静に
流し込み逆転ゴールが生まれ、この試合ついに初めてのリードを奪います！！
それでも相手も必死です。延長戦の後半に突入し、２分でした。相手ＧＫの大
きなパントキックがバウンドしつつＰＡ内に走り込んだ相手選手にゴールを決
められてしまい同点ゴールを許してしまいました。
同点にされた後もチャンスを伺い全員でファイトします。守備はＧＫの内田

さんとＣＢの種子田さんが中心となり粘り強く守ります。先発メンバーの中で
唯一の５年生の石橋さんも必死に相手に食らいつきます。サッカー経験１年の
古家さんも浮き球をヘディングしたり体で止めたりして味方にボールを繋ぎま
す。ベンチにいた４年生以下も力一杯の声援で味方選手を鼓舞します。両チー
ムともに何度かチャンスが訪れますがゴールは奪えず試合終了の笛です。最後
は、ＰＫにより、残念ながら敗戦となってしまいました。

結果は負けてしまったものの、卒団する６年生にとっ
て思い出に残る忘れられない１日になったと思います。
特に決勝戦は気迫のこもった試合を演じ２点を先行され
るとても苦しい展開ながらも一時は逆転して強豪相手に
勝利するあと一歩のところまで迫り、最後まで粘り強く
戦う姿勢を見せてくれました。
今年度のチームは、なかなか結果が伴いませんでした
が最後の試合で気迫のこもった素晴らしい試合をして成
長した姿を見せてくれたみんなにありがとうと伝えたい
です。ただ、これから先も惜しいところまで行く事は何
度もあると思います。そこで笑顔で終われるイメージを
もって毎日を行動してほしいと思います。ＧＡＭＢＡっ
てください。 ｂｙ原コーチ
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